
令和４年度病害虫発生予察特殊報第１号 

令和４年 11 月２日 

静岡県病害虫防除所長  

 

１ 病害虫名  和名：アリモドキゾウムシ（ゾウムシ上科 ミツギリゾウムシ科） 

学名：Cylas formicarius  

 

２ 発生作物  かんしょ 

 

３ 発生経過 

（１）令和４年10月下旬、静岡県西部地域のかんしょの販売店で、購入者から内部が黒変

した被害イモと、寄生していた害虫について問合せがあった。農林水産省名古屋植物防

疫所清水支所に同定を依頼した結果、アリモドキゾウムシ(Cylas formicarius）と同定

された。 

（２）現在、名古屋植物防疫所と連携し、発生状況を調査している。 

 

４ 特徴 

（１）分布 

本種は、東南アジア、アフリカ、北アメリカ、中南米、オーストラリア等に分布して

いる。国内ではトカラ列島、奄美諸島、沖縄諸島、小笠原諸島で発生が確認されている。 

（２）加害植物 

かんしょなどのサツマイモ属植物のほか、アサガオ属植物及びヒルガオ属植物の生茎

葉及び生塊根等の地下部を加害する。 

（３）形態及び生態 

成虫は体長約 6.5 mm、幅約2.0mm、全体に金属光沢があり、一見アリに似た害虫で

ある（写真１、２）。頭部は突き出し、前胸は小さくくびれている。口吻と翅鞘及びその

腹面は黒藍色。胸部と脚は赤褐色、触角は黄褐色。 

幼虫は成熟すると約6.0mm。細長く、乳白色で弧状に湾曲し、多数のしわがある（写

真３）。頭部は淡黄褐色。蛹は乳白色。 

成虫の寿命は平均４ヶ月、その間に雌は平均 65 個産卵する。幼虫は食害した孔道内

で蛹化する。 

（４）被害 

幼虫が、塊根（いも）内に食入し孔道を作る（写真３、４）。被害がひどいと塊根内部

全体が孔道になり、黒変して悪臭や苦みが発生し、食用や飼料としての利用ができなく

なる。また、幼虫は地際近くの主茎にも食入する。成虫も葉や塊根表面を食害するが、

被害の主体は幼虫である。被害のみられる時期は６～11月。人への危害は報告されてい

ない。 

 

５ 対応 

かんしょ栽培ほ場または残渣で本種の発生が確認された場合は、ほ場やその周辺に放

置せず、ビニール袋などで密閉し、速やかに静岡県農業局食と農の振興課、静岡県病害

虫防除所、最寄りの農林事務所までご連絡ください。 



 

【参考資料】 

   

写真１ アリモドキゾウムシ成虫（背面）    写真２ アリモドキゾウムシ成虫（側面） 

 

  

写真３ アリモドキゾウムシ幼虫とかんしょ 写真４ アリモドキゾウムシ幼虫とかんしょ 

の塊根被害（その１）           の塊根被害（その２） 

（写真３、４は植物防疫所HPより引用。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先： 静岡県病害虫防除所     TEL. ０５３８－３６－１５４３ 

        静岡県農業局食と農の振興課 TEL. ０５４－２２１－２６２６ 

        最寄りの農林事務所 


